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今日もまた あなたの無事故 待つ家族

抜け道と 思うな そこは通学路

挙げる手を やさしく見守る 横断歩道

身につ |ナ よう 交通ルールと へ′レメ

車だけ? 交通ルールは 皆のもの

さあ青だ 踏み出す前に 再確認

わたるまえ わすれずかくにん みぎひだり
しんごうき あおでもかくにん わすれない

見つけてね ピカピカぼくの はんじゃざい
ちよつと待て 車のかげから もう1台

軸 :    ニ ニ

運転者 (同乗者を禽む)に

歩行者 。自転車利用者に

内 閣 総 理 大 臣 賞

内閣府特命担当大臣賞

警 察 庁 長 官 賞

内 閣 総 理 大 臣 賞

内閣府特命担当大臣賞

警 察 庁 長 官 賞

内 閣 総 理 大 臣 賞

内閣府特命担当大臣賞

文 部 科 学 大 臣 賞

警 察 庁 長 官 賞
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年頭のごあいさつ

(2)第 フ5号 わかやまけん交通安全協会だより 令不日6年 (2024年 )新年号

自転車乗車用ヘルメットの

着用を忘れずに

和歌山県交通安全協会 会長

松 本 公 望

県民の皆様には、希望に満ちた新たな年を健やかにお迎え

のことと心からお慶び申し上げます。また、皆様には、平素

から交通安全活動に深いご理解とご協力をいただくとともに、

当協会の活動にご支援を賜り、厚くお礼を申し上げます .

さて、昨年 5月 には、令和元年より続いた新型コロナウイ

ルス感染の沈静化と同感染症の 2類 から5類への引き下げに

より、当協会においても、感染拡大防止の観点から中止をし

ていた行事をようやく再開することができるようになり、交

通事故防止のための広報啓発活動やこども・高齢者を対象と

した交通安全教室の開催などの各種交通安全活動を積極的に

展開してまいりました。

また、昨年 4目 には、改正道路交通法の施行により、自転

車を使用する際の乗車用ヘルメットの着用が努力義務化され

ました。

警察庁の調査によりますと、令和 2年中、自転車に乗車中

に交通事故で亡 くなった方の 56%が頭部に損傷を受けてお

り、自転車の交通事故で死傷 した方のうちヘルメットを着用

していた方の致死率が 0.23%であったのに対 し、ヘルメット

を着用 していなかった方の致死率は 0.68%と 約 3倍にもなる

との統計が出ていますcヘ ルメットの着用は努力義務ではあ

りますが、大切な命を守るため大人もこどもも自転車に乗る

ときは必ずヘルメ ットを着用するようにしましょう。

自転車は誰もが気軽に使用することができる便利な乗 り物

です。しか し、1由 断をすると自らのみではなく、他人をも傷

つけて しまう凶器 ともなります。自転車に乗車する際、ヘル

メットのあごひもを締めると同時に、交通安全に対する気持

ちも引き締めて自転車を利用 しましょう。

当協会におきましては、引き続き、関係機関・団体と連携

を図 りながら、各種交通安全活動を展開 してまい りますが、

当協会の活動は、県民の皆様に支えていただくことにより実

現できるものでありますので、これからもますますのご支援

ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

終わりになりましたが、本年も県民の皆様にとりまして、

安全で健やかな一年であることを祈念申し上げ、新年のご挨

拶とさせていただきます。

～安全で安心な

交通社会の実現を目指して～

和歌山県警察本部長

山 山奇 洋 平

謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのことと存

じます。

また、平素から交通行政はもとより、各般の警察行政にわ

たり、深い御理解と御協力を賜 り、厚く御礼を申し上げます。

昨年を振 り返 りますと、コロナ対策が見直されたことなど

から交通情勢が変化するなか、交通安全協会の皆様を始め、

関係機関、団体、企業、交通ボランティア等多くの方々の御

協力をいただきながら、様々な取組を推進いたしましたこ

そのひとつ「歩行者の安全対策」では、令和 4年夏から取

り組んでいる「サイン十サンクス運動」を、関係機関や皆様

と連携 しながら小学校を中心に展開 しました。その結果、日

本自動車連盟 (JAF)が 調査 している信号機のない横断歩

道における一時停止率については、昨年、本県は 30.1%と

な り、全 国平均 の 45.1%に 届 かない ものの、一 昨年 の

22.5%か ら改善 し、毎年、着実に上昇 してきています。この

運動は、長期間にわたり継続することにより、更に効果が高

くなるものですから、決 して、一過性のものとすることなく、

引き続き ドライバーの歩行者優先意識の向上と歩行者の事故

防止を図ってまいります。

道路交通情勢は日々変化 しますが、本年もこれまで以上に、

その変化に柔軟に対応 しつつ、交通事故抑止対策を強力に推

進 していかなけ,れ ばならないと決意を新たにしているところ

であります。

交通安全の根幹は、道路交通を利用する全ての人の「思い

や り」であり、誰もが安全で安心できる交通社会の実現に向

け、引き続き、御支援、御協力をお願い申し上げますとともに、

皆様の御健勝 と御多幸をお祈 り申し上げ、新年の挨拶とさせ

ていただきます。
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全国交通安全年間スローガン こども部門 佳作 交差点 自分を守ろう 周り見て 子ども安全の日 毎月1日



令和6年 (2024年 )新年号 わかやまけん交通安全協会だより 第 75号 (3)
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資料提供～和歌山県警察本部 (R5.10月 末現在)

★飲酒の人身事故は22件発生 (昨年比 +7件)、 うち死亡事故は 3件 (昨年比 +2件)
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令不□5年 9月 16日 (土 )、 交通公園で「交通安全フェアわかやま 2023」

を開催しました。子ども連れなど約 2,000人が来場し、楽しんでいただき

ました。当協会では、参カロ型イベントを行いました。

暮らιのそば仁安心を

いつ611つ までも。
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饉臓目日D● 建物更生夫清 ●火災共済 など  C圏 目 鼠D● 自動車共済 ●自賠責共清  (EE目 ロロED● 晨業者賠償責任共済
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SDカードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書(1通 670円 )の 申請者で、

1年以上事故 。違反等の記録のない方に発

行しています。
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(4)第 75号 わかやまけん交通安全協会だより 令和6年 (2024年 )新年号
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■ 令和 5年 ]1月 8日 (水 )

■ 和歌山ビッグ愛 (大ホール )

電山県縫11焼

表彰式は、県警察と当協会の共催で、令和 5年の近畿交通栄誉章 (14名 ・3事業所 )、 交通栄誉章「緑十字銅章」
(65名 )の表彰伝達と県内の交通安全功労者・優良運転者等の表彰を行いました。

県内表彰では、和歌山県警察本部長と和歌山県交通安全協会会長が永年、無事故・無違反で交通安全に努めている

方々や地域の交通安全の功労のあつた方々 73名と 17団体・学校・事業所に対して表彰状や感謝状を贈呈しました。

式典の最後に、交通安全宣言として交通安全功労者表彰を受賞された丸田 敦子さんが代表で、「交通安全は、県民
全ての願いです。私たちは、安全で快適な交通社会を実現するため、地域、家庭、学校、職場で、県民運動として推
進中の

一 こどもを始めとする歩行者の安全の確保
― 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上
一 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
― 飲酒運転の根絶

に努めることを宣言します。」

と宣言しました。

今回、次の方々が栄えある表彰を受けられました。

優良運転者

近 畿 管 区 警 察 局 長

近畿交通安全協会協議会長

連名表彰伝達

全日本交通安全協会長表彰伝達

池 永 雅 彦
交通安全功労者

田 中 建 設 株 式 会 社

カ イ セ キ 産 業 株 式 会 社

川 福 石 油 株 式 会 社
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全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作 反射材 光つて気づいて 事故防止   交通事故ゼロの日毎月25日
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令不□6年 (2024年 )新年号 わかやまけん交通安全協会だより 第 75号  (5)

和歌 山県立 那賀 高 等 学校

和 歌 山 市 立 砂 山 小 学 校
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全国交通安全年間スローガン こども部門 佳作  じ ゅ ん び し た ? じ て ん 車 の る と き  ヘ ル メ ッ ト  子ども安全の日 毎月1日

子

二

郎

寛

子

弘

夫

朗

次

義

夫

一
昭

平

章

志

覺

男

久

次

潤

啓

英

　

光

康

章

一
高

重

正

宇

定

和

賀

久

　

一
佳

川

　

村

藤

本

谷

上

下

本

垣

澤

　

代

上

畑

瀬

尾

崎

石

一戸

音

植

中

伊

橋

中

湯

菅

山

高

中

林

田

井

千

長

宮

塩

平

樹

哉

毅

範

豊

雅

正

茂

田

澤

林

田

大

吉

小

福

新 開 自 動 車 教 習 所

南海建設興業株式会社和歌山支店

株式会社北川鉄工所和歌山工場

太洋エンジエアリング株式会社
電  力 事  業  本  部

株 式 会 社 寿 精 密

株 式 会 社 岩 出 自動 車 学 院

株式会社岸化学 和歌山支店
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和歌山東地区交通安全母の会
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優良安全運転管理者

優良運転者

木戸地 敏 子

浦 喜代司

回 儀一郎

理恵子

よし子

和歌山県警察本部長

和歌山県交通安全協会長

運名表彰
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福
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交通安全優良学校

優良安全運転管理者

交通安全優良事業所

交通安全優良団体

」11日

交通安全功労者



(6)第 75号 わかやまけん交通安全協会だより 令和6年 (2024年 )新年号
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大人も子供も手を上げて、
ドライバーヘの「合図(サイン

和歌山県警察′′和歌山県交通安全協会 ′JA共済 △

和歌山県の信号機のない横断歩道に歩行者がいた場合、車の停止率は 30.1%で 、

全国平均の 45,1%を 15ポイン ト下回りました。

※ 2023年全国調査 (JAF調べ)
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令和6年 (2024年 )新年号 わかやまけん交通安全協会だより 第 フ5号 (7)

=優
良運転者・交通安全功労者の表彰

._新入学児童に

=「黄色いランドセルカバー」の提供

■1交通安全資機材の提供

‐|チ ャイルドシートの貸出し

,I交通関係団体の活動支援

ヨ壼 ■

' tヽ‐ 、.

各種交通安全教育

1交通安全子供自転車大会の開催

交通安全高齢者自転車大会の開催

交通安全に関する広報啓発活動

広報誌 「交通わかやま」の発行

etc...

会員の皆様が、万が一交通事故により

傷害を負ゎれ、20日以上継続 して入院

治療を受けた場合に、当協会が入院見舞

金 (3万円)をお支払いする制度です。

※お支払いには条件がございます。

詳しくは、

交通安全協会総務課 (073-4フ 3-1710)

又は県内の各支部でお尋ねください。

蝙麒嵐

・ 野♂‐ ~
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レジヤー施設、

自動車販売・整備事業所、飲食店、ホテル・宿泊施設等

の協賛店で割引等のサービスを受けることができます。

竃

・ 本一ムヘージのこちらをクリッグii

地域別で協賛店を掲載しています。

会員優待は、協賛店で会員証と運転

免許証を見せるだけ ||

会員証は、運転免許更新時等に入会

していただいた方に交付しています。

|=「協賛店一覧」|よ 、変更された内容が反映されていない場合があります

||「

「
:'■|■ 11
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・  歯,冨 筐譲:鰺当

懸閣

曰 日

歩行者 。自転車・ ドライブシミュレーターで交通ルールや

マナーを学習できるほか、身体機能も測定できます。

(一財 )和歌山県交通安全協会 事業課

不□歌山市西 1番地 交通センター内  丁EL Oフ 3-472-4668

な開館時間 i9:00～ 12:00/13:00～17:00は休館日:土・日・祝 (休)日 。年末年始

県自転車安全教育推進委員会と当会は、自転車

利用者に対する交通安全教育の推進を図るため、

指導員の認定講習会を開催しました。

エリア内の交通指導員、交通安全母の会会員、

自治体職員等が参カロし、「交通法規からの正しい自

転車の乗り方」など熱心に受講していただきました。
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9月 13日

令和 5年

11月 2日

イ圭イ生 ギ レ】ギ レ]の R寺闇 と菫 間 が  事 故 を 呼 ぶ   交通事故ゼロの日 毎月25日
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認定講習会

1紀北エリア
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(8)第 75号

交通安全功労者・優良運転者等表彰式

和歌山東支部

セーフティ・ドライブ・コンテスト

田辺支部

わかやまけん交通安全協会だより

買い物客に交通安全を呼びかけ

かつらぎ支部

広報車で交通安全啓発

和歌山西支部

買い物客に交通安全啓発

有田湯浅支部

る子供た

白浜支部

令和6年 (2024年)新年号

交通ルールを守つてね /

岩出支部

商業施設で交通安全啓発

和歌山北支部

交通ルールを守ろう /

篠思坊支選話

安全運転お願いします /

新宮支部

fi-A^-y
http ://wr.ww.wtsa. j p/

和
3り晏′謬襲款

会

宏ぶ| _

躍
ちゅういくん

交通事故を減らすため交通安全協会は幅広い活動をしています。
～ あなたの交通安全協会会費が交通安全ボランテイアの活動を支えています ～

各支部の交通安全活動だより(秋の全国交通安全運動などでの啓発活動、安全教室の開催等)

‖‖|‖ ||‖ ll

■■■■ |.

交通安全協会各支部又は交通センター内交通安全協会窓□にてお求めください。

また、お問合せは、交通安全協会総務課又は事業課まで。

交通安全協会 総務課 073-473-1710 事業課 073-472-4668
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聴覚障害者
マーク

高齢運転者マーク
。マグネットタイプ
・ステッカータイプ
(マグネットで付かない車両用)

身体障害者
マーク
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高野山での交通安全啓発

橋本支部

‐ ~ l

_」

Ｆ
‐
Ｌ

皿 ―llil口 1口 llll〔
:

交通ルールを守ろう/

海南支部
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交通安全協会では、下記のマークを販売しております


